
TR八LRUN
トレイル ラ ン ニ ン グ を こ よ な く 愛 す る 人 た ち に 贈 る デ ィ ー プ な 情 報
１６３回 A P R I L トレイル通信文／吉本亮

完
走
に
向
け
た
作
戦

第
１
回
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｆ
は
、
２
０
１
１
年

２
月
８
日
、
午
前
Ⅷ
時
に
申
し
込
み
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
別
府
大
分
毎

日
マ
ラ
ソ
ン
出
場
の
た
め
、
飛
行
機
で

現
地
入
り
後
に
申
し
込
も
う
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
岨
時
到
着
予
定
が
５
分

延
着
し
、
そ
の
時
点
で
申
し
込
み
サ
イ

ト
は
１
４
０
０
人
待
ち
！
何
と
か
申

し
込
め
は
し
た
も
の
の
、
東
日
本
大
震

災
で
延
期
と
な
り
、
１
年
後
の
吃
年
、

優
先
エ
ン
ト
リ
ー
で
の
参
加
と
な
り
ま

した。５
月
略
日
、
会
場
と
な
る
山
梨
県
の

富
士
河
口
湖
町
に
は
、
定
刻
通
り
に
（

、、 特
別
企
画
⑤

ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
今
昔
物
語

２
０
１
２
年
第
１
回
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

～
世
界
基
準
の
大
会
が
日
本
で
～

現
在
の
ト
レ
ラ
ン
レ
ー
ス
の
頂
点
は
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
（
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
デ
ュ
・
モ
ン

ブ
ラ
ン
）
。
そ
れ
に
準
じ
た
レ
ー
ス
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
”
富
士
山
を
回
る

の
？
開
催
可
能
な
の
？
そ
ん
な
噂
が
駆
け
巡
り
、
１
年
の
延
期
を
経
て
開

催
さ
れ
た
の
が
、
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｆ
（
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
）
で
し
た
。
そ

の
第
１
回
を
振
り
返
り
ま
す
。

､
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どこからでも右を向けば、名峰･富士山が見放題

ス
で
到
着
。
会
場
に
は
豪
華
な
エ
キ
ス

ポ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
装
備
チ
ェ

ッ
ク
を
済
ま
せ
た
後
、
静
か
な
場
所
で

〃
寝
だ
め
″
に
。
ス
タ
ー
ト
ま
で
３
時

間
、
誰
か
と
立
ち
話
を
す
る
だ
け
で
体

力
を
消
耗
し
そ
う
だ
し
、
走
り
な
が
ら

話
し
た
ほ
う
が
距
離
を
忘
れ
て
走
れ
る

からです。

実
行
委
員
長
の
鏑
木
毅
さ
ん
や
、
Ｕ

Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
責
任
者
で
あ
る
カ
ト
リ
ー

ヌ
・
ポ
レ
ッ
テ
ィ
さ
ん
が
見
守
る
な
か
、

大
池
公
園
を
ス
タ
ー
ト
。
１
０
０
マ
イ

ル
（
約
１
６
８
．
６
ｍ
）
と
い
う
長
距

離
へ
の
不
安
よ
り
も
、
足
掛
け
２
年
で

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
う
れ
し
さ

か
ら
、
皆
、
笑
顔
で
の
出
発
で
す
。

私
は
完
走
に
向
け
て
、
明
る
い
う
ち

に
オ
ー
バ
ー
ペ
ー
ス
で
宿
泊
地
に
向
か

い
、
夜
は
し
っ
か
り
と
寝
る
作
戦
に
し

ま
し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
次
の

エ
イ
ド
の
食
べ
物
。
い
つ
も
ぶ
ら
下
げ

て
い
る
高
低
図
に
、
エ
イ
ド
の
メ
ニ
ュ

ー
も
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
午
後
３
時

ス
タ
ー
ト
な
の
で
、
す
ぐ
に
暗
く
な
り

ました。

寝
る
気
満
々
で
走
る
”

「
二
十
曲
峠
」
の
エ
イ
ド
で
は
、
そ
ば

を
食
べ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
在
庫

切
れ
の
た
め
パ
ン
を
補
食
。
次
の
山
中

湖
き
ら
ら
エ
イ
ド
で
は
フ
ジ
マ
リ
モ
汁

で
し
た
が
、
食
が
進
ま
な
か
っ
た
の
で

お
菓
子
を
食
べ
て
進
み
ま
す
。

そ
し
て
、
午
前
０
時
半
に
、
「
す
ば

し
り
」
に
到
着
。
仮
眠
所
も
用
意
し
て

あ
る
の
で
、
キ
ノ
コ
汁
を
い
た
だ
い
て

す
ぐ
に
寝
る
エ
リ
ア
に
向
か
い
、
就
寝
。

毛
布
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
快
適
で

し
た
が
、
２
時
間
寝
て
起
き
た
ら
人
が

い
っ
ぱ
い
。
騒
々
し
か
っ
た
の
で
、
耳

栓
と
ア
イ
パ
ッ
チ
を
持
っ
て
い
た
の
は

正
解
で
し
た
。

ス
イ
ー
ツ
い
っ
ぱ
い
の
朝

午
前
２
時
半
に
再
出
発
し
、
寝
起
き

の
も
う
ろ
う
と
し
た
な
か
で
舗
装
路
を

さ
れ
き

上
っ
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
砂
礫
の
ト

レ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
は

入
れ
な
い
自
衛
隊
の
演
習
場
で
す
。
夜

明
け
前
後
な
の
で
遠
く
ま
で
は
見
通
せ

ま
せ
ん
が
、
広
大
な
砂
礫
地
帯
に
「
無

断
立
入
禁
止
」
の
看
板
を
見
る
と
ド
キ

ド
キ
し
ま
す
。

富
士
山
中
腹
の
「
太
郎
坊
」
の
広
大

な
砂
礫
地
帯
で
の
、
朝
日
を
見
な
が
ら

の
朝
食
は
、
ま
さ
に
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
。

琴「
こ
ど
も
の
国
」
到
着
は
午
前
７
時
半
。

預
け
荷
物
が
置
い
て
あ
る
の
で
、
電
池

交
換
や
補
給
食
を
追
加
。
仮
眠
用
の
エ

リ
ア
も
あ
り
ま
す
。
疲
れ
具
合
や
混
雑

の
程
度
で
滞
在
時
間
を
変
え
る
な
ど
、

戦
略
を
練
る
の
も
楽
し
み
の
１
つ
。
少

し
眠
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で
寝
る

と
難
所
の
天
子
山
塊
が
夜
中
に
な
る
の

で
、
鋤
分
で
出
発
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
時
間
以
上
続
く
直
線
に

入
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
「
撮
影
禁
止
区

域
」
・
何
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
興
味
津
々

デ
ザ
ー
ト
も
、
カ
フ
ェ
オ
レ
大
福
、
萬

年
堂
の
ボ
ー
、
ア
ン
ド
ロ
ワ
・
パ
レ
の

ム
ー
な
ど
の
名
品
が
し
の
ぎ
を
削
り
ま

す
。
そ
の
後
の
須
山
口
登
山
歩
道
は
、

そ
れ
ま
で
の
火
山
的
風
景
と
は
違
い
、

屋
久
島
の
よ
う
な
苔
む
し
た
空
間
で
、

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

不
思
議
な
直
線
ト
レ
イ
ル

(上)地元の人たちがよそって
くれる温かい豚汁が、体に染
み渡る(中)すばしりエイドで、
毛布にくるまって２時間の仮
眠(下)高低図にエイドのメニ
ューも記入し、モチベーショ
ンを維持

鷺一彦寂ゞ一屑
一 一 …

⑪エイドのメニュー▼
②区間ピークの高さ
③スタートからの暉唾
④区間ピークの地点
⑤区間の制限時間
⑥速度
⑦関門の制限時刻
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U T M F メ モ

★実は激安な大会!？
トレランレースは山奥で開催されることが多いので、

現地までの往復や宿泊費も含めて比較したい。現在の
UTMFは決済手数料を含めて3万7980円(第１回は2万
4200円)で、ここだけ見ると高額な部類に入る。しか
し、都内から現地への往復がバスで4000円、宿泊費不
要食費込み、参加賞Ｔシャツは質が高く、完走賞はさ
らに充実。それをひっくるめて、丸３日間楽しめて約
４万2000円は、お得なレースかも。
★ＵＴＭＦが起こした変化
○コースを正確な地図ではなく｢概念図｣で発表する○
STY(シズオカトゥヤマナシ)以降、こうした略称が定
着○いつもは立入禁止の自衛隊の演習場を走る○携帯
トイレが必携品に加えられる○100マイルが身近に

1

詞 』 語Ｍ 蕪

爵開感E '灘 ＝

蕊ﾏ ヨ

里

天子山塊の雲守山で休憩中の人たち 天子山塊を進んでいると雲海の上に富士山が見えた

望 第１回UTMF思い出の概念図
河口湖大池公■スタート５/1B3gOOpm

(上)本栖湖スポー
ツセンターでは足
踏みマッサージが
大盛況！（下)ゴー
ルへの最後のトレ

５
５

／

ノ

イルは、ゆっくり
とハイキングが楽
しめた輪“談理Ｆ

コールでは、実行
委員長の鏑木さん
が出迎えてくれた

７:３０日、

⑪水ケロ岱口→鮫子うどん，大あんばん
勵麺十中学校.画十茸やぜそば
q麺湖一■カレーとかつばめし

エイドで食べた食事は？
①■＋古田．声十古田うどん
野山中湖査らら-･フジマリモ汁
動すぱしり一きのこ汁

■醒域どれだけ？

すばしり→２時岡

輻 湖 → Ｂ 毎 回

で
し
た
が
、
め
ぼ
し
い
も
の
は
何
も
な

し
。
送
電
線
の
巡
視
路
な
の
で
す
が
、

不
思
議
に
直
線
的
な
ト
レ
イ
ル
で
し
た
。

鉄
塔
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
部
分
に

寝
転
が
り
、
仮
眠
を
と
っ
て
い
る
人
も

いました。

「
西
富
士
中
学
校
」
の
到
着
は
、
午
前

ｕ
時
鋤
分
。
富
士
宮
や
き
そ
ば
で
有
名

な
エ
リ
ア
な
の
で
、
焼
き
そ
ば
や
お
し

る
こ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
装
備
と
体

の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、
再
出
発
。

ラ
ス
ボ
ス
の
天
子
山
塊
へ

を
そ
が
れ
ま
す
。

ま
ま
滑
っ
て
い
く
人
も
チ
ラ
ホ
ラ
〔

そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
が
難
所
・
天
子

山
塊
で
す
。
「
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｍ
を
走
っ
た
後

に
、
あ
の
山
場
は
エ
グ
い
」
と
い
わ
れ

ら
に
、
地
図
に
は
な

る
だ
け
に
、

-
が
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
即
注
文
。

っ
た
よ
う
で
す
。

「
本
栖
湖
エ
イ
ド
」
に
は
暗
く
な

に
到
蒋
予
定
が
、
夜
、
時
に
。
鹿

こ
こ
で
時
間
切
れ
に
な
っ
た
人
も
多
か

ヌ
ル
と
滑
る
の
で
、

上
り
下
り
で
無
駄
に
体
力

下
り
も
急
峻
で
ヌ
ル

尻
も
ち
を
つ
い
た

い
山
が
川
現
し
、

噸 波乱に満ちた!？ＵＴＭＦミニ年表
る
前

カ
レ２０１１年５月「UTAF」として開催を発表。

東日本大震災により延期
２０１２年５月第１回UTMF開催
２０１３年４月反時計回りとなる。

原良和さんが､現時点で
唯一の日本人優勝者に

２０１４年４月世界的レースの１つとなり、
海外選手400人。
日本人は３位以内に入れず

２０１５年９月秋開催となり降雨に。
完走率は最低の41.5％

２０１６年９月激しい降雨によりUTMFは
短縮。姉妹レースSTYは中止に

２０１７年環境面･天候面に関して
審議･調整中に開催見送りに

２０１８年４月こどもの国スタート。
周回ではなく折り返しコースに

２０１９年４月STY廃止。天候悪化から
途中でコース短縮。
そのため距離が違う６種類の
完走リザルトが発表された

2020年４月コロナ禍により中止

さ

仮
眠
エ
リ
ア
は
板
張
り
の
上
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
だ
け
で
し
た
が
、
持
参
し
た
エ

ア
マ
ッ
ト
で
快
適
に
６
時
間
眠
り
、
午

前
６
時
半
に
は
、
余
裕
を
も
っ
て
退
出

し
ま
し
た
。

最
後
は
「
ご
褒
美
」
！

最
後
の
東
海
自
然
歩
道
は
、
眺
め
の

良
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
こ
こ
ま
で

走
っ
た
ご
褒
美
と
し
て
、
存
分
に
楽
し

みました。
鱗

「
盲

､

そ
し
て
５
月
鋤
日
、
午
後
０
時
別
分
、

鏑
木
さ
ん
に
出
迎
え
ら
れ
て
ゴ
ー
ル
。

ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
仲
間
を
探
し
出

し
て
祝
杯
を
挙
げ
、
バ
ス
で
帰
宅
し
ま

した。本
家
の
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｂ
と
同
じ
く
、
コ
ー

ス
変
更
が
多
か
っ
た
り
物
議
を
醸
し
た

り
と
目
が
離
せ
な
い
Ｕ
Ｔ
Ｍ
Ｆ
で
す
が
、

日
本
を
代
表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模

と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
、
特
別
な
ト

レ
ラ
ン
レ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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吉本亮よしもと．まこと
２００２年に富士登山競走に出るも８合目手前で
失格。同年の初-マラソンは福知山で４時間。１月
は三浦半島の関東ふれあいの道へ。波が打ち寄
せる海岸で､山の道という固定観念が崩れました。

辱鈍Ｑｌ毎■■

ェオレ大福和 即一
多彩なエイドの給食。右上から時計周りに、富士吉田工業団地の富
士吉田うどん／太郎坊のおしゃれスイーツ／西富士中学校の富士
宮やきそば／本栖湖スポーツセンターの鹿カレーと、かつぱめし
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